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欧
米
先
進
国
に
な
ら
っ
て
、
社
会
保
障
的
見
地
か
ら
自
動
車
事
故
に
よ
る
被
害
者
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
思
想
は
、
昭
和
十
年
、
社
会
局
労
働
部
が
発
表
し
た
自
動
車
災
害
保
険
制
度
要
網
の
中
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
思
想
が
最
近
の
自
動
車
事
故
の
激
増
に
刺
戟
さ
れ
、
関
係
方
面
に
お
い
て
慎
重
審
議
さ
れ
、
遂
に
二
十
年
後
の
今
日
―
つ
の
画
期
的
な
制
度
に
発
展
し
た
。
即
ち
、
昭
和
舟
年
七
月
二
十
九
日
に
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
が
成
立
し
、
昭
和
舟
一
年
二
月
一
日
よ
り
全
面
的
に
自
動
車
損
宮
賠
償
保
障
制
度
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
制
度
の
実
質
的
な
内
容
を
な
す
も
の
が
自
動
車
損
害
賠
償
衰
任
保
険
で
あ
る
。
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
の
概
要
（
亀
井
）
こ
の
制
度
に
関
し
て
、
今
日
ま
で
相
当
数
の
解
説
害
や
論
文
な
ど
が
害
序
資
料
・-----
紹
介
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
八
一
、
自
動
車
保
険
と
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
海
上
保
険
•
火
災
保
険
以
外
の
雑
多
な
損
害
保
険
を
総
称
し
て
、
米
国
で
は
C
a
s
u
a
l
t
y
I
n
s
u
r
a
n
c
e
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
英
国
で
は
A
c
c
i
d
e
n
t
I
n
s
u
r
a
n
c
e
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
共
に
災
害
保
険
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
わ
が
国
で
は
そ
の
発
達
が
比
較
的
新
し
い
と
こ
ろ
か
ら
新
種
保
険
と
一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
営
業
さ
れ
て
い
る
新
種
保
険
は
十
四
種
目
に
及
ん
で
い
る
が
、
そ
の
営
業
盤
は
海
上
保
険
・
火
災
保
険
徴
責
任
保
険
を
―
つ
の
自
動
車
保
険
と
し
て
取
扱
い
、
そ
の
概
要
を
解
説
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
の
概
要
か
れ
て
い
る
が
、
何
れ
も
法
学
的
見
地
か
ら
す
る
解
説
で
あ
る
。
本
小
文
は
そ
れ
ら
と
は
少
々
趣
を
変
え
て
保
険
学
的
立
場
か
ら
、
自
動
車
損
害
賠
亀
井
利
明
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自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
の
概
要
（
亀
井
）
に
比
較
し
て
問
題
に
な
ら
な
い
程
僅
少
で
あ
る
。
即
ち
新
種
保
険
料
は
全
損
害
保
険
料
の
一
0
％
に
も
満
た
な
い
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
こ
れ
は
わ
が
国
独
得
の
現
象
で
あ
っ
て
、
保
険
思
想
が
普
及
し
て
い
な
い
こ
と
や
保
険
会
社
が
積
極
的
に
開
拓
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
新
種
保
険
は
損
害
保
険
の
一
部
門
で
あ
る
か
ら
、
損
害
保
険
一
般
の
原
理
に
従
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
保
険
技
術
的
に
は
海
上
保
険
の
綜
合
保
険
性
・
動
態
保
険
性
を
中
心
と
し
て
、
火
災
保
険
の
個
別
保
険
性
、
静
態
保
険
性
を
加
味
し
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
そ
の
各
々
の
特
殊
事
梢
に
応
用
さ
れ
た
保
険
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
自
動
車
保
険
は
い
う
ま
で
も
な
く
新
種
保
険
の
一
部
門
で
あ
る
。
英
米
に
お
い
て
は
、
自
動
車
保
険
が
損
害
保
険
の
王
座
を
な
し
て
い
る
に
対
し
て
、
わ
が
国
で
は
新
種
保
険
中
の
大
宗
た
る
地
位
に
止
っ
て
い
る
。
即
ち
、
わ
が
国
の
自
動
車
保
険
は
全
新
種
保
険
の
八
五
形
の
営
業
最
を
有
し
て
い
る
。
自
動
車
保
険
と
い
え
ば
自
動
車
の
車
体
損
害
を
担
保
す
る
保
険
の
如
く
聞
え
る
の
で
あ
る
が
、
単
に
そ
れ
だ
け
に
止
る
も
の
で
は
な
い
。
自
動
車
の
使
用
に
よ
っ
て
他
人
に
与
え
た
損
害
、
即
ち
賠
償
損
害
（
賠
償
責
任
）
を
も
担
保
す
る
の
で
あ
る
。
賠
償
損
害
は
、
他
人
の
身
体
上
に
与
え
た
損
害
に
よ
っ
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
場
合
、
即
ち
、
身
体
偽
害
賠
債
と
他
人
の
財
産
上
に
与
え
た
損
害
に
よ
っ
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
場
合
、
即
ち
、
財
物
損
害
賠
償
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
被
害
を
受
け
た
も
の
が
、
人
（
被
害
賠
償
損
害
は
更
に
、
被
害
者
叉
は
被
害
物
が
車
外
に
あ
っ
た
か
車
内
に
あ
っ
た
か
に
よ
っ
て
、
車
外
賠
償
損
害
と
車
内
賠
償
損
害
と
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
分
類
を
中
心
と
す
れ
ば
、
車
外
賠
償
損
害
と
車
内
賠
償
損
害
の
各
々
に
身
体
傷
害
賠
償
及
び
財
物
損
害
賠
償
と
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
わ
が
国
自
動
車
保
険
普
通
保
険
約
款
第
二
条
第
二
号
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
る
の
は
、
車
体
損
害
と
車
外
賠
償
損
害
と
で
あ
る
。
車
内
賠
償
損
害
の
内
、
身
体
傷
害
賠
償
（
乗
客
に
対
す
る
身
体
傷
害
賠
償
）
は
特
約
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
る
が
、
財
物
損
害
賠
償
は
自
動
車
保
険
で
は
取
扱
わ
ず
遅
送
保
険
の
領
域
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
他
、
更
に
特
約
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
即
ち
、
そ
れ
は
乗
動
員
（
運
転
手
及
び
車
掌
を
指
し
助
手
を
除
く
）
の
自
動
車
遮
転
中
の
傷
害
及
び
塔
務
者
（
自
家
用
乗
用
車
の
塔
乗
者
を
指
し
運
転
手
及
び
助
手
を
除
く
）
の
傷
害
で
あ
る
。
以
上
の
如
く
、
自
動
車
保
険
は
①
車
体
の
損
害
、
R
他
人
へ
の
賠
償
に
よ
る
損
害
、
⑧
乗
務
員
及
び
塔
乗
者
の
傷
害
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
る
。
①
は
車
体
保
険
事
故
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
り
、
車
輛
担
保
（
自
動
車
車
体
保
険
）
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
③
は
責
任
保
険
事
故
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
り
、
賠
償
担
保
（
自
動
車
責
任
保
険
、
正
確
に
い
え
ば
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
）
と
呼
ば
れ
、
③
は
傷
害
保
険
事
故
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
傷
害
担
保
（
自
動
車
傷
害
保
険
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
か
く
て
自
動
車
保
険
は
以
上
の
三
つ
の
者
）
で
あ
る
か
物
（
被
害
物
）
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
分
類
し
た
の
で
あ
る
。
八
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保
険
を
包
括
す
る
総
合
保
険
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
自
動
車
車
体
保
険
は
通
常
、
自
動
車
の
所
有
者
が
そ
の
自
動
車
に
つ
き
有
す
る
所
有
者
利
益
を
被
保
険
利
益
と
し
て
付
保
し
、
保
険
者
が
衝
突
、
墜
落
、
顛
覆
、
火
災
、
窃
盗
、
強
盗
、
及
び
陸
上
運
送
中
の
事
故
に
よ
る
担
害
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
る
。
自
動
車
責
任
保
険
は
通
常
、
自
動
車
の
所
有
者
叉
は
使
用
者
が
自
動
車
の
連
行
に
伴
っ
て
生
ず
る
こ
と
の
あ
る
損
害
賠
俄
責
任
と
い
う
責
任
利
益
を
被
保
険
利
益
と
し
て
付
保
し
、
保
険
者
は
被
保
険
者
が
衝
突
、
墜
落
、
顛
覆
、
そ
の
他
連
転
中
の
事
故
に
よ
っ
て
法
律
上
の
賠
依
責
任
を
負
い
、
そ
れ
に
基
い
て
支
払
っ
た
損
宙
賠
餃
金
の
四
分
の
三
を
填
補
す
る
の
で
あ
る
。
自
動
車
傷
害
保
険
は
通
常
、
自
動
車
の
所
有
者
又
は
使
用
者
家
用
車
の
場
合
）
を
被
保
険
者
と
し
て
付
保
す
る
他
人
の
た
め
に
す
る
傷
害
保
険
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
乗
務
員
叉
は
塔
乗
者
が
自
動
車
疾
走
中
に
生
ず
る
こ
と
あ
る
傷
害
と
い
う
費
用
利
益
を
被
保
険
利
益
と
す
―
る
も
の
で
あ
り
、
衝
突
、
墜
落
、
顛
覆
、
そ
の
他
の
運
転
中
の
事
故
に
直
接
起
因
す
る
傷
害
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
保
険
は
責
任
保
険
方
式
を
と
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
こ
の
場
合
は
簡
単
な
働
杏
保
険
方
式
を
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
わ
が
国
の
自
動
車
保
険
の
内
容
は
大
体
以
上
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
本
保
険
は
大
正
三
年
、
東
京
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
に
よ
っ
て
営
業
さ
れ
て
以
来
、
各
会
社
の
営
む
と
こ
ろ
と
な
り
、
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
の
概
要
（
亀
井
）
が
自
己
の
使
用
人
た
る
乗
務
員
（
営
業
用
車
の
場
合
）
又
は
塔
乗
者
（
自
ノ＼
そ
の
各
時
代
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
徐
々
に
発
達
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
各
会
社
は
海
上
保
険
、
火
災
保
険
に
稼
極
的
で
あ
っ
て
、
自
動
車
保
険
に
関
し
て
は
海
上
・
火
災
係
険
関
係
の
得
意
先
へ
の
サ
ー
ビ
ス
程
度
で
営
業
を
続
け
て
来
た
と
い
う
の
が
実
俯
で
あ
る
。
第
二
次
批
界
大
戦
前
の
わ
が
国
自
動
車
数
は
二
0
万
台
程
度
で
あ
っ
て
、
そ
の
付
保
率
は
一
―
―
―
形
程
度
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
戦
争
の
遂
行
に
伴
っ
て
、
自
動
車
の
輸
入
禁
止
、
乗
用
車
の
製
造
禁
止
、
軍
の
徴
用
、
戦
災
、
自
然
の
消
耗
な
ど
の
結
果
、
終
戦
時
に
は
一
四
万
台
に
減
少
し
て
い
た
。
戦
後
の
経
済
の
復
興
と
共
に
自
動
車
工
業
も
役
典
し
、
輸
入
の
増
加
に
つ
れ
て
自
動
車
数
は
逐
年
急
増
し
て
行
っ
た
。
終
戦
後
十
年
た
っ
た
現
在
、
自
動
車
数
も
十
倍
の
一
四
0
万
台
に
増
加
し
て
い
る
。
自
動
車
数
の
増
加
に
も
拘
ら
ず
自
動
車
保
険
の
付
保
率
は
上
昇
し
て
お
ら
ず
、
―
1
0
*程
度
に
終
っ
て
い
る
。
自
動
車
は
元
来
、
ド
ア
か
ら
ド
ア
ヘ
の
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
な
最
も
便
利
な
陸
上
交
通
機
関
で
あ
る
が
、
こ
の
文
明
の
利
器
も
交
通
地
獄
と
い
う
現
象
の
中
に
あ
っ
て
は
文
明
の
破
壊
者
た
る
一
面
を
総
呈
す
る
。
自
動
車
事
故
は
今
や
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
来
た
。
自
動
車
事
故
の
件
数
は
、
二
四
年
一
万
八
千
、
二
五
年
二
万
五
千
、
二
六
年
三
万
一
千
、
二
七
年
四
万
三
千
、
ニ
八
年
五
万
八
千
、
二
九
年
七
万
三
千
、
『
0
年
八
万
七
千
と
い
う
具
合
に
急
増
し
て
い
る
。
自
動
車
自
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は
大
体
自
動
車
事
故
数
に
等
し
い
。
こ
れ
ら
の
自
動
車
事
故
の
事
前
策
と
し
て
、
交
通
取
締
の
84 
支
払
能
力
を
獲
保
す
る
最
良
の
方
法
は
い
う
ま
で
も
な
く
自
動
車
保
険
で
あ
る
。
欧
米
に
お
い
て
は
自
動
車
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
、
自
動
者
所
有
者
の
健
全
な
常
識
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
わ
が
国
で
は
反
対
に
、
自
動
車
所
有
者
の
八
割
ま
で
が
保
険
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
自
動
車
事
故
の
犠
牲
者
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
満
足
な
補
償
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
常
識
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
機
械
文
明
が
高
度
に
発
達
し
た
近
代
社
会
に
お
い
て
は
、
あ
い
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
自
動
車
事
故
に
際
し
て
平
素
か
ら
進
備
し
、
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
の
概
要
（
亀
井
）
強
化
、
道
路
の
補
修
、
自
動
車
の
検
査
な
ど
の
予
防
手
段
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
絶
減
は
不
可
能
に
近
く
、
そ
れ
が
近
代
社
会
の
必
然
的
現
象
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
か
か
る
自
動
車
事
故
の
事
後
策
と
し
て
は
、
民
法
に
規
定
さ
れ
る
損
轡
賠
償
制
度
と
自
動
車
保
険
と
が
あ
る
。
わ
が
国
の
損
害
賠
慎
制
度
は
過
失
衰
任
主
義
を
と
っ
て
お
り
、
実
際
問
題
と
し
て
、
自
動
車
事
故
の
よ
う
な
複
雑
な
社
会
現
象
を
律
す
る
に
は
不
充
分
で
あ
り
、
被
害
者
が
示
談
で
満
足
な
結
果
が
得
ら
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
裁
判
に
訴
え
て
多
大
の
費
用
と
時
間
を
か
け
て
見
て
も
、
結
局
骨
折
り
損
に
終
る
こ
と
が
多
い
。
叉
加
害
者
側
も
自
動
車
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
に
対
し
て
、
平
素
か
ら
の
備
え
が
な
く
一
時
に
多
額
の
賠
償
金
を
支
払
う
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
支
払
能
力
が
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
支
払
を
渉
っ
た
り
、
値
切
っ
た
り
、
う
や
む
や
に
し
た
り
し
て
、
被
冑
者
に
泣
き
寝
入
り
を
強
る
程
度
の
自
動
車
事
故
ぱ
遣
憾
な
が
ら
不
可
避
的
に
発
生
す
る
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
不
幸
な
近
代
社
会
の
犠
牲
者
を
救
済
す
る
の
は
近
代
国
家
の
責
務
で
あ
る
。
か
か
る
見
地
か
ら
欧
米
先
進
国
の
制
度
に
な
ら
っ
て
、
今
回
自
動
車
損
唐
賠
償
保
節
制
度
が
樹
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
制
度
は
自
動
車
事
故
に
よ
る
人
身
事
故
の
場
合
の
、
公
平
且
つ
適
確
な
処
郎
を
目
的
と
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
被
害
者
を
救
済
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
実
質
的
内
容
を
な
す
の
が
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
で
あ
る
。
本
保
険
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
強
制
保
険
と
な
っ
て
い
る
が
、
自
動
車
保
険
の
一
種
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
個
別
保
険
と
し
て
見
る
な
ら
ば
責
任
保
険
の
一
種
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
は
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
に
基
づ
く
損
害
保
険
と
し
て
、
従
来
の
自
動
車
保
険
と
は
別
個
に
損
害
保
険
会
社
に
よ
っ
て
営
業
さ
れ
る
こ
と
従
来
の
自
動
車
保
険
（
身
体
傷
害
賠
償
の
み
）
は
若
干
の
修
正
を
受
け
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
即
ち
、
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
る
保
険
金
額
を
超
過
す
る
額
の
み
を
担
保
す
る
と
い
う
よ
う
な
E
x
c
e
s
s
P
o
l
i
c
y
の
形
式
に
修
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
勿
論
こ
れ
が
た
め
に
は
約
款
を
修
正
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
当
分
の
間
、
対
人
賠
償
一
部
免
責
特
約
を
挿
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
が
強
制
化
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
保
険
金
額
が
小
さ
い
。
従
っ
て
最
低
線
を
強
制
保
険
に
な
っ
た
。
本
保
険
が
創
設
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
八
四
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二
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
制
度
の
骨
子
わ
が
国
の
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
制
度
は
、
e自
動
車
損
害
賠
償
責
任
の
適
正
化
（
無
過
失
責
任
主
義
の
採
用
）
◎
賠
償
能
力
の
獲
保
（
自
動
車
損
害
賠
憤
貢
任
保
険
・
自
動
車
損
専
I
賠
依
自
家
保
障
の
強
制
）
R
礫
き
逃
げ
事
故
の
被
害
者
救
済
（
自
動
車
損
害
賠
償
保
悴
事
業
の
国
営
）
の
三
つ
を
そ
の
骨
子
と
し
て
い
る
。
以
下
こ
の
三
点
に
つ
き
簡
単
に
解
説
す
る
こ
に
し
よ
う
。
人
間
は
社
会
生
活
を
営
む
動
物
で
あ
る
が
、
こ
の
社
会
生
活
の
中
に
お
い
て
、
法
的
に
許
す
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
で
他
人
に
損
害
を
与
え
た
場
合
、
こ
の
損
害
を
一
定
の
条
件
の
下
に
賠
償
さ
せ
る
制
度
が
必
要
で
あ
る
。
昔
は
こ
の
損
害
賠
償
責
任
に
つ
い
て
、
私
人
間
の
民
事
責
任
と
社
会
的
に
制
裁
を
加
え
る
刑
事
責
任
と
が
混
同
さ
れ
て
い
た
。
社
会
の
進
歩
と
共
に
、
民
事
責
任
と
刑
事
責
任
と
が
明
白
に
区
別
さ
れ
、
被
害
者
を
救
済
す
る
た
め
の
損
宙
賠
餃
制
度
と
社
会
秩
序
を
維
持
す
る
刑
罰
制
度
が
樹
立
さ
れ
た
。
法
律
上
、
損
害
賠
徴
毀
任
が
発
生
す
る
の
は
不
法
行
為
に
よ
る
場
合
と
債
務
不
股
行
に
よ
る
場
合
と
が
あ
る
。
自
由
主
義
を
基
盤
と
す
る
近
代
法
律
思
想
の
下
に
お
い
て
は
、
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
に
関
し
て
、
過
失
責
任
主
義
を
採
用
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
過
失
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
の
概
要
（
亀
井
）
で
、
そ
れ
以
上
の
適
当
な
額
を
任
意
保
険
に
付
保
す
る
の
が
墓
ま
し
い
。
八
五
費
任
主
義
の
下
に
お
い
て
は
、
不
法
行
為
の
要
件
と
し
て
故
意
叉
は
過
失
の
存
在
を
必
要
と
す
る
。
民
法
第
七
0
九
条
は
こ
れ
を
規
定
し
て
い
る
。
過
失
責
任
主
義
に
よ
る
と
、
加
害
者
に
故
怠
又
は
過
失
が
な
け
れ
ば
、
被
害
者
は
損
害
賠
徴
の
請
求
が
で
き
な
い
し
、
叉
加
害
者
に
故
意
・
過
失
の
あ
っ
た
こ
と
を
被
害
者
が
証
明
し
な
け
れ
ば
損
害
賠
償
の
請
求
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
、
被
害
者
は
加
害
者
の
故
意
・
過
失
を
証
明
す
る
い
わ
ゆ
る
挙
証
責
任
を
負
う
の
で
あ
る
。
自
動
軍
事
故
に
お
い
て
被
替
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
加
告
者
の
故
窓
・
過
失
を
立
証
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
り
、
負
偽
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
苦
痛
の
床
か
ら
こ
れ
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
も
叉
事
実
上
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
結
果
は
正
当
な
賠
償
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
僅
少
の
見
舞
金
で
済
さ
れ
、
事
実
上
被
害
者
の
泣
き
寝
入
り
に
終
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
あ
ら
ゆ
る
予
防
手
段
を
以
て
し
て
も
不
可
避
的
に
発
生
す
る
目
動
車
事
認
は
過
失
責
任
主
義
の
不
備
を
次
第
に
明
白
に
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
諸
外
国
の
立
法
例
に
な
ら
っ
て
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
は
こ
の
被
害
者
の
朋
白
な
る
不
利
を
解
消
し
、
責
任
の
公
平
化
を
は
か
る
た
め
に
、
自
動
車
・
事
故
に
関
し
て
は
挙
証
沢
任
を
加
祝
者
側
に
転
嫁
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
措
置
は
、
被
害
者
救
済
と
い
う
点
か
ら
い
え
ば
致
命
的
欠
陥
を
有
し
て
い
た
民
法
第
七
0
九
条
の
規
定
を
排
除
し
、
損
害
賠
償
費
任
の
適
正
化
を
は
か
っ
て
、
一
種
の
無
過
失
責
任
主
義
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
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自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
の
概
要
（
亀
井
）
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
述
行
の
用
に
供
す
る
者
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
他
人
の
生
命
叉
は
身
体
を
害
し
た
と
き
は
、
そ
の
損
害
を
賠
償
す
る
責
に
任
ず
る
の
で
あ
る
。
例
外
と
し
て
、
自
己
と
延
転
者
と
が
自
動
車
の
連
行
に
つ
い
て
注
意
を
怠
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
被
害
者
又
は
第
三
者
に
故
意
・
過
失
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
自
動
車
に
構
造
上
の
不
備
が
な
か
っ
た
こ
と
の
三
つ
を
自
分
で
証
朋
し
た
場
合
に
限
っ
て
、
そ
の
責
任
が
免
除
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
（
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
第
三
条
）
こ
の
こ
と
は
従
来
の
民
法
と
比
較
し
て
著
し
く
展
っ
て
い
る
。
即
ち
、
一
、
不
法
行
為
の
主
観
的
要
件
と
し
て
の
故
謡
・
過
失
を
除
外
し
て
、
自
動
車
事
故
の
発
生
と
し
た
こ
と
、
二
、
不
法
行
為
の
客
観
的
要
件
と
し
て
自
動
車
の
連
行
に
よ
る
他
人
の
身
体
的
担
宙
と
し
た
こ
と
、
三
、
加
害
者
が
責
任
を
免
れ
る
た
め
に
は
三
つ
の
要
件
を
自
ら
証
明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
た
こ
と
の
三
点
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
損
害
賠
償
責
任
を
適
正
化
し
た
と
し
て
も
、
自
動
車
側
に
賠
償
能
力
が
な
け
れ
ば
役
に
立
た
な
い
。
そ
こ
で
す
べ
て
の
自
動
車
に
自
動
車
損
害
賠
憤
責
任
保
険
を
強
制
し
、
例
外
と
し
て
、
所
有
車
輛
数
、
事
故
発
生
率
、
経
理
的
基
礎
な
ど
よ
り
見
て
賠
慨
能
力
あ
り
と
認
め
ら
れ
る
大
企
業
に
対
し
て
、
迎
輸
大
臣
の
許
可
に
よ
っ
て
自
動
車
損
害
自
家
保
障
（
自
家
保
険
）
の
制
度
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。
尚
、
国
及
び
一
1
一
公
社
、
都
道
府
県
、
五
大
市
、
施
行
令
第
一
条
の
自
動
車
に
関
し
て
は
支
払
能
力
あ
り
と
し
て
、
衰
任
保
険
・
自
家
保
障
の
も
礫
き
逃
げ
に
よ
る
事
故
は
全
自
動
車
事
故
の
一
―
-
％
に
も
及
ん
で
い
る
の
適
用
を
除
外
し
て
い
る
。
か
く
て
民
間
の
自
動
車
は
毀
任
保
険
に
加
入
す
る
か
、
自
家
保
障
を
採
用
す
る
か
の
何
れ
か
で
な
け
れ
ば
連
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
制
度
を
完
全
に
股
行
さ
せ
る
た
め
、
自
動
車
の
登
録
、
車
輛
検
査
な
ど
の
場
合
、
及
び
述
行
中
に
は
従
来
の
巡
転
免
許
証
と
車
輛
検
壺
証
の
外
に
責
任
保
険
証
明
書
叉
は
自
家
保
節
証
朋
害
を
携
行
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
の
で
あ
る
。
例
外
措
置
と
し
て
の
自
家
保
駆
を
採
用
す
る
に
は
、
バ
ス
百
輛
以
上
、
叉
は
そ
の
他
の
自
動
車
二
百
輛
以
上
を
所
有
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
甚
礎
的
最
低
要
件
は
一
一
一
万
足
ら
ず
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
、
各
地
方
陸
巡
局
の
厳
重
な
監
督
が
行
わ
れ
る
し
、
保
険
料
負
担
と
の
比
較
に
お
い
て
、
自
家
保
障
を
行
う
も
の
は
極
め
て
少
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
民
問
の
自
動
車
は
大
部
分
責
任
保
険
に
加
入
し
て
い
る
と
見
て
差
支
え
な
い
。
さ
て
、
損
宙
賠
償
衰
任
を
適
正
化
し
、
賠
償
能
力
を
確
偲
す
る
た
め
に
責
任
促
険
を
強
制
し
、
或
は
自
家
保
悴
者
に
賠
償
支
払
準
備
金
を
積
立
て
さ
せ
て
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
保
設
さ
れ
る
被
害
者
は
加
害
者
が
判
明
し
て
い
る
場
合
に
限
定
さ
れ
、
礫
き
逃
げ
な
ど
の
よ
う
に
加
害
者
が
誰
で
あ
る
か
判
明
し
な
い
場
合
に
は
、
責
任
保
険
の
保
険
金
も
、
自
家
保
障
の
賠
償
金
も
貰
え
ず
、
被
害
者
保
誰
の
恩
恵
に
も
浴
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
を
備
え
て
い
る
企
業
は
全
国
で
約
八
十
位
で
あ
り
、
そ
の
所
有
自
動
車
数
八
六
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経
費
は
そ
の
一
部
を
国
が
負
担
し
、
残
り
を
責
任
保
険
に
加
入
し
て
い
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
損
害
保
険
会
社
、
並
び
に
一
子
公
杜
、
都
道
府
県
、
五
大
市
、
自
家
保
障
者
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
て
実
際
の
事
務
取
扱
は
損
害
保
険
会
社
で
行
わ
れ
る
。
以
上
が
わ
が
国
自
動
車
損
害
賠
依
保
障
制
度
の
概
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
要
す
る
に
、
本
制
度
は
自
動
車
事
故
に
よ
る
被
害
者
の
救
済
を
第
一
の
目
的
と
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
強
制
保
険
の
効
果
と
し
て
自
動
車
事
業
の
異
常
危
険
（
多
額
の
損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
る
可
能
性
）
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
原
価
計
算
を
可
能
な
ら
し
め
、
財
務
的
安
定
を
も
た
ら
し
以
て
自
動
車
事
業
の
健
全
な
発
達
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
わ
が
国
の
制
度
の
先
例
と
な
っ
た
外
国
の
制
度
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
欧
米
に
お
い
て
は
、
十
九
世
紀
末
頃
か
ら
、
民
法
の
一
般
原
則
で
あ
る
過
失
責
任
主
義
で
は
自
動
車
事
故
の
損
害
賠
償
責
任
問
題
の
解
決
に
当
っ
て
適
当
で
な
く
、
特
別
の
責
任
法
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
が
発
達
し
て
来
た
。
そ
の
結
果
一
九
0
八
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
で
「
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
惹
起
せ
る
損
害
に
対
す
る
責
任
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
続
い
て
一
九
0
九
年
に
ド
イ
ツ
の
自
動
車
交
通
法
に
新
た
な
責
任
規
定
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
後
イ
ク
リ
ヤ
（
一
九
一
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
の
概
要
（
亀
井
）
ら
れ
た
の
が
政
府
の
自
動
車
損
害
賠
債
保
障
事
業
で
あ
る
。
こ
の
事
業
の
で
、
こ
れ
ら
の
被
害
者
を
も
救
済
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
に
設
け
八
七
二
年
）
、
ス
ニ
ー
デ
ソ
（
一
九
一
六
年
）
、
オ
ラ
ソ
ダ
（
一
九
一
一
五
年
）
、
フ
イ
ソ
ラ
ン
ド
（
一
九
二
五
年
）
、
ノ
ル
ウ
ニ
ー
（
一
九
二
六
年
）
、
デ
ン
マ
ー
ク
（
一
九
二
七
年
）
、
ス
イ
ス
（
一
九
三
二
年
）
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ャ
（
一
九
三
五
年
）
な
ど
の
欧
州
の
主
要
な
国
が
相
次
い
で
、
一
種
の
無
過
失
責
任
主
義
を
採
用
す
る
新
責
任
法
を
制
定
す
る
に
至
っ
た
。
英
国
、
米
国
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
は
特
別
法
の
制
定
は
な
か
っ
た
が
、
判
例
に
よ
っ
て
こ
れ
と
同
じ
傾
向
を
辿
っ
た
。
賠
償
能
力
の
確
保
の
た
め
に
採
用
さ
れ
て
い
る
方
式
は
大
体
四
つ
の
種
類
が
あ
る
。
即
ち
、
責
任
保
険
制
、
自
家
保
障
制
、
債
務
保
証
制
、
担
保
物
供
託
制
で
あ
る
。
米
国
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
四
つ
の
方
式
が
同
時
に
採
用
さ
れ
て
お
り
、
自
動
車
保
有
者
は
そ
の
何
れ
か
を
選
ぶ
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
国
に
お
い
て
は
、
そ
の
中
の
一
部
し
か
採
用
し
て
い
な
い
。
礫
き
逃
げ
な
ど
の
原
因
に
よ
る
事
故
で
被
害
者
が
前
記
の
方
式
で
保
護
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
大
体
わ
が
国
の
制
度
と
同
様
な
保
障
基
金
の
制
度
を
採
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
三
、
自
動
車
損
害
賠
償
賓
任
保
険
の
特
質
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
は
そ
の
社
会
保
障
的
性
格
か
ら
し
て
、
種
々
な
る
特
質
を
有
す
る
。
こ
れ
を
要
約
す
れ
ば
、
結
局
、
一
、
強
制
保
険
二
、
責
任
保
険
と
い
う
点
に
そ
の
特
質
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
こ
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自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
の
概
要
（
亀
井
）
の
二
点
を
敷
術
し
て
説
明
し
よ
う
。
身
分
か
ら
契
約
へ
の
大
転
回
に
よ
っ
て
前
批
紀
に
結
実
し
た
契
約
自
由
の
原
則
は
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
次
第
に
後
退
の
兆
を
見
せ
て
来
た
。
保
険
の
分
野
に
お
い
て
も
、
契
約
自
由
の
原
則
と
い
う
近
代
私
法
の
原
則
に
例
外
を
設
け
、
保
険
契
約
の
締
結
を
強
制
す
る
い
わ
ゆ
る
強
制
保
険
の
制
度
が
次
第
に
発
達
し
て
来
た
。
強
制
保
険
制
度
は
先
づ
社
会
保
険
の
分
野
に
発
達
し
、
次
第
に
産
業
保
険
の
分
野
に
波
及
し
て
来
た
。
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
も
そ
の
社
会
保
障
的
性
格
か
ら
、
自
動
車
保
有
者
の
契
約
締
結
義
務
、
損
害
保
険
会
社
の
契
約
引
受
義
務
の
双
方
を
強
制
し
、
完
全
な
強
制
保
険
と
し
て
登
場
し
て
来
た
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
保
険
の
も
つ
合
理
性
を
利
用
し
て
、
近
代
社
会
の
不
幸
な
る
儀
牲
者
を
社
会
的
責
任
に
お
い
て
救
済
し
よ
う
と
す
る
た
め
に
採
用
さ
れ
た
措
置
で
あ
る
C
自
動
車
保
有
者
は
従
来
の
任
意
保
険
と
異
っ
て
、
契
約
の
締
結
が
強
制
さ
れ
て
い
る
た
め
危
険
団
体
の
構
成
が
容
易
と
な
り
、
一
人
は
万
人
の
た
め
に
、
万
人
は
一
人
の
た
め
に
と
い
う
相
互
扶
助
の
体
制
を
築
き
、
自
動
車
保
有
者
の
賠
償
能
力
を
獲
保
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
事
前
の
小
額
の
負
担
に
よ
っ
て
、
異
常
な
偶
発
的
支
出
可
能
性
を
除
去
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
保
険
契
約
の
引
受
を
強
制
さ
れ
て
い
る
の
は
既
存
の
民
間
損
害
保
険
会
社
で
あ
る
。
民
間
の
損
害
保
険
会
社
と
い
う
の
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
損
害
保
険
事
業
を
営
む
こ
と
を
許
可
さ
れ
た
も
の
を
い
い
、
内
国
会
社
及
び
外
国
会
社
を
合
せ
て
四
十
数
社
に
及
ん
で
い
る
。
強
制
保
険
た
る
自
動
車
損
宵
賠
償
責
任
保
険
の
保
険
者
を
民
間
の
損
害
保
険
会
社
と
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
幾
多
の
議
論
な
さ
れ
た
が
、
結
局
、
独
逸
を
除
く
欧
米
諸
国
の
実
例
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
積
極
的
理
由
は
、
本
保
険
の
契
約
拭
は
年
間
一
四
0
万
件
に
上
り
、
事
故
件
数
も
八
万
件
を
超
え
る
と
い
う
店
大
な
も
の
な
の
で
、
そ
の
円
滑
な
事
務
処
理
に
は
損
害
保
険
会
社
の
多
年
の
経
験
と
そ
の
全
国
的
組
織
を
利
用
す
る
の
が
一
番
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
更
に
、
損
害
保
険
会
社
は
既
に
大
正
年
間
か
ら
、
自
動
車
責
任
保
険
を
任
意
保
険
と
し
て
営
ん
で
来
た
と
い
う
尊
い
実
績
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
自
動
車
保
有
者
に
契
約
締
結
を
強
制
し
、
損
害
保
険
会
社
に
契
約
引
受
を
強
制
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
二
つ
の
特
別
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
保
険
料
率
の
営
利
性
禁
止
と
政
府
の
再
保
険
引
受
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
自
動
車
保
有
者
に
契
約
締
結
を
強
制
し
て
も
、
損
害
保
険
会
社
が
高
率
の
保
険
料
を
課
し
た
の
で
は
、
自
動
車
保
有
者
に
不
当
な
犠
牲
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
保
険
料
率
の
特
別
の
制
限
が
附
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
自
動
車
損
害
賠
徴
責
任
保
険
の
保
険
料
率
の
決
定
に
当
っ
て
は
、
適
正
原
価
主
義
を
採
り
、
営
利
目
的
の
介
入
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
保
険
料
率
は
大
蔵
大
臣
の
認
可
を
要
す
る
こ
と
は
勿
論
、
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
審
議
会
に
諮
ら
八
八
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（
学
識
経
験
者
者
）
（
自
動
車
関
係
者
）
（
保
険
関
係
者
）
東
京
都
民
銀
行
頭
取
東
京
大
学
経
済
学
部
教
授
誕
応
大
学
経
済
学
部
教
授
自
動
車
会
談
所
理
事
全
日
本
交
通
運
輸
労
働
組
合
協
談
会
議
長
日
本
損
害
保
険
協
会
会
長
損
害
保
険
料
率
算
定
会
理
事
長
さ
て
、
保
険
契
約
の
引
受
を
強
制
さ
れ
る
た
め
、
損
害
保
険
会
社
は
リ
ス
ク
の
選
択
が
不
可
能
と
な
り
、
更
に
適
正
原
価
主
義
を
採
用
す
る
た
め
保
険
料
率
に
余
裕
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
損
害
保
険
会
社
の
財
務
的
安
定
性
を
欠
く
危
険
性
が
あ
る
。
か
か
る
事
態
を
損
害
保
険
会
社
に
強
い
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
の
概
要
（
亀
井
）
桧
垣
柴
谷
満
尾
文
市
氏
田
中
徳
次
郎
氏
要
氏
君
亮
氏
園
乾
治
氏
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
叉
運
輸
大
臣
の
同
意
を
も
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
自
動
車
損
害
賠
償
賀
任
保
険
審
議
会
と
い
う
の
は
、
大
蔵
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
て
強
制
保
険
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
し
、
こ
れ
等
に
関
し
て
必
要
と
認
め
る
事
項
を
大
蔵
、
法
務
、
連
輸
等
関
係
大
臣
に
建
識
す
る
権
限
を
有
す
る
諮
問
機
関
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
調
査
審
議
の
実
質
的
内
容
を
な
す
も
の
は
料
率
と
約
款
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
審
餓
会
の
組
織
は
大
蔵
、
法
務
、
渾
輸
、
警
察
の
各
省
庁
の
跛
員
、
学
識
経
験
者
一
―
―
名
、
自
動
車
関
係
者
二
名
及
び
保
険
関
係
者
二
名
の
合
計
十
一
名
の
委
員
よ
り
成
っ
て
い
る
。
因
み
に
最
初
の
民
間
の
委
員
は
次
の
七
氏
で
あ
る
。
工
藤
昭
四
郎
氏
今
野
源
八
郎
氏
八
九
る
こ
と
は
こ
れ
叉
不
当
な
犠
牲
を
負
わ
す
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
保
険
会
社
の
引
受
け
た
責
任
の
六
割
を
再
保
険
と
し
て
政
府
が
引
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
再
保
険
は
特
約
に
よ
る
こ
と
な
く
、
法
律
上
当
然
に
成
立
す
る
も
で
あ
っ
て
、
再
保
険
の
種
類
か
ら
い
え
ば
包
括
義
務
再
保
険
で
あ
り
、
比
例
再
保
険
で
あ
る
。
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
で
朋
ら
か
な
如
く
、
本
保
険
は
自
動
車
事
故
の
犠
牲
者
を
社
会
的
責
任
に
お
い
て
救
済
す
る
た
め
に
、
強
制
保
険
の
形
式
を
と
り
、
自
動
車
保
有
者
、
損
害
保
険
会
社
、
政
府
の
三
者
が
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
所
期
の
目
的
を
達
成
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
自
動
車
損
害
賠
賀
責
任
保
険
の
第
二
の
特
質
は
既
に
述
べ
た
如
く
責
任
保
険
た
る
点
に
あ
る
。
責
任
保
険
は
迪
常
の
損
害
保
険
と
は
少
し
く
そ
の
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。
即
ち
、
通
常
の
損
害
保
険
の
目
的
が
物
自
体
で
あ
る
に
対
し
、
責
任
保
険
は
被
保
険
者
の
全
財
産
が
こ
れ
に
当
る
の
で
あ
る
。
責
任
保
険
に
お
る
被
保
険
利
益
は
将
来
負
担
す
る
惧
の
あ
る
損
害
賠
償
責
任
に
基
き
、
被
保
険
者
が
第
三
者
に
対
し
出
捐
を
な
す
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
財
産
の
減
少
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
生
ず
る
被
保
険
利
益
で
あ
る
。
一
般
に
こ
れ
を
責
任
利
益
と
称
し
て
い
る
。
衰
任
保
険
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
の
一
っ
は
一
服
主
衰
任
保
険
で
あ
っ
て
、
事
業
主
が
そ
の
使
用
人
た
る
労
働
者
の
業
務
上
の
災
害
に
つ
さ
損
害
賠
慣
費
任
を
負
っ
た
場
合
を
保
険
す
る
も
の
で
あ
り
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
（
正
確
90 
に
十
人
死
亡
し
た
と
す
れ
ば
一
0
万
円
と
い
う
僅
少
の
額
し
か
填
補
さ
れ
額
の
確
定
し
得
る
責
任
保
険
、
例
え
ば
物
の
保
管
者
の
責
任
保
険
に
お
い
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
の
概
要
（
亀
井
）
に
は
労
働
者
災
害
補
償
責
任
保
険
と
い
う
べ
き
で
あ
る
〉
が
こ
れ
に
当
る
。
も
う
―
つ
は
公
衆
責
任
保
険
で
あ
っ
て
、
被
保
険
者
が
不
特
定
の
叉
は
従
属
関
係
の
な
い
特
定
の
他
人
に
対
し
て
負
う
損
害
賠
償
責
任
の
保
険
で
あ
る
。
自
動
車
損
害
賠
償
費
任
保
険
が
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
は
衰
任
保
険
で
あ
り
、
中
其
任
保
険
は
損
轡
保
険
の
一
種
で
あ
る
か
ら
、
自
動
車
担
害
賠
償
保
悴
法
に
別
段
の
定
め
な
き
限
り
、
当
然
に
、
商
法
の
損
害
保
険
総
則
の
適
用
が
あ
る
。
従
っ
て
商
法
第
六
四
九
条
、
第
六
五
三
条
等
は
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
る
が
、
責
任
保
険
は
保
険
価
額
が
確
定
し
て
い
な
い
か
ら
第
六
一
―
―
一
条
の
超
過
保
険
の
規
定
や
第
六
三
六
条
の
一
部
保
険
の
規
定
は
適
用
の
余
地
が
な
い
。
盆
固
よ
り
保
険
価
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
）
従
っ
て
保
険
金
額
の
定
め
方
が
問
題
と
な
る
。
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
に
お
い
て
は
一
事
故
に
つ
い
て
の
保
険
金
額
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
し
、
叉
保
険
金
額
削
減
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
通
常
の
責
任
保
険
、
就
中
任
意
保
険
と
し
て
の
自
動
車
責
任
保
険
と
相
進
し
て
い
る
。
今
か
り
に
一
事
故
当
り
の
保
険
金
額
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
一
0
0万
円
で
あ
っ
た
と
す
る
。
あ
る
自
動
車
が
汽
車
と
衝
突
し
、
乗
客
五
人
が
死
亡
し
た
と
す
る
。
こ
の
場
合
比
例
的
に
死
者
一
人
に
つ
き
二
0
万
円
し
か
填
補
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
更
と
被
害
者
の
数
に
反
比
例
し
て
一
人
当
り
の
填
補
額
が
少
く
な
る
と
い
う
現
象
を
呈
す
る
。
こ
れ
で
は
被
害
者
の
保
誰
に
欠
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
一
事
故
当
り
の
保
険
金
額
の
限
度
を
撤
廃
し
、
被
害
者
が
如
何
に
多
く
な
っ
て
も
、
死
者
一
人
当
り
―
―
10万
円
、
霊
傷
者
一
人
当
り
一
0
万
円
、
軽
偽
者
一
人
当
り
三
万
円
ま
で
支
払
う
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
一
事
故
で
十
人
が
死
亡
し
た
と
す
れ
ば
総
額
一
―
1
0
0万
円
ま
で
の
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
一
の
自
動
車
が
二
度
一
一
一
度
と
事
故
を
重
ね
た
場
合
、
保
険
金
額
削
減
制
を
採
用
す
れ
ば
、
事
故
の
都
度
保
険
金
額
が
小
さ
く
な
っ
て
行
く
。
こ
れ
で
は
一
定
額
を
常
に
附
保
す
べ
き
強
制
保
険
の
意
味
が
な
く
な
っ
て
来
る
の
で
、
保
険
期
問
中
保
険
金
額
が
減
少
し
な
い
こ
と
、
即
ち
自
動
回
復
制
乃
至
自
動
復
元
制
を
と
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
た
こ
と
を
保
険
事
故
と
す
る
学
説
と
、
被
保
険
者
に
対
す
る
第
三
者
の
請
求
を
以
て
保
険
事
故
と
す
る
学
説
と
が
対
立
し
て
い
る
が
、
何
れ
に
し
ろ
理
論
上
は
被
保
険
者
が
第
三
者
に
損
害
賠
償
を
支
払
っ
た
後
、
保
険
金
を
受
取
る
も
の
で
は
な
い
。
被
保
険
者
が
第
一
二
者
に
支
払
う
直
前
に
保
険
金
を
受
取
る
の
が
建
前
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
被
保
険
者
が
先
に
保
険
金
を
受
取
っ
て
被
害
者
た
る
第
三
者
に
損
害
賠
償
を
支
払
わ
な
い
こ
と
貢
任
保
険
に
お
け
る
保
険
事
故
に
関
し
て
は
、
損
害
賠
徴
衰
任
の
生
じ
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
事
故
当
り
の
保
険
金
額
を
定
む
る
九
〇
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が
あ
り
得
る
。
そ
こ
で
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
、
被
保
険
者
は
被
害
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
支
払
っ
た
と
き
に
限
り
、
且
つ
、
そ
の
金
額
以
内
で
保
険
金
を
請
求
出
来
る
こ
と
に
定
め
ら
れ
た
。
（
法
第
一
五
条
）
か
か
る
取
扱
は
衰
任
保
険
の
実
務
に
お
い
て
早
く
か
ら
と
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
被
害
者
保
設
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
被
害
者
が
加
害
者
か
ら
損
宮
填
補
を
受
け
、
加
害
者
が
保
険
金
を
保
険
会
社
に
請
求
す
る
の
は
無
用
の
二
重
手
間
で
あ
る
。
ま
た
事
故
の
後
、
加
古
者
が
破
産
し
た
場
合
に
は
、
被
害
者
の
損
害
賠
償
請
求
権
が
一
般
破
産
債
権
と
同
額
に
減
額
さ
れ
る
か
ら
。
被
唐
者
保
設
に
欠
く
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
被
害
者
は
保
険
会
（
法
第
一
六
条
第
一
項
）
こ
れ
は
商
法
第
六
六
七
条
に
類
似
し
た
規
る
3
保
険
金
が
被
保
険
者
に
支
払
わ
れ
る
に
し
ろ
、
被
害
者
に
直
接
支
払
わ
れ
る
に
し
ろ
、
一
応
責
任
関
係
が
確
定
し
て
か
ら
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
責
任
関
係
が
確
定
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
被
山
I
者
は
支
払
を
受
け
な
い
ま
ま
で
放
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
被
害
者
は
葬
義
毀
用
や
医
療
喪
等
の
当
座
の
必
要
に
追
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
少
し
で
も
早
い
方
が
こ
の
保
険
を
意
義
あ
ら
し
め
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
直
ち
に
一
定
金
額
を
仮
払
金
と
し
て
支
払
う
こ
と
を
保
険
会
社
に
請
求
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
（
法
第
一
七
条
）
死
亡
者
―
二
万
円
、
煎
自
動
車
損
害
賠
僚
責
任
保
険
の
概
要
（
亀
井
）
定
で
あ
る
が
、
自
動
車
損
害
賠
償
貴
任
保
険
の
一
つ
の
大
き
な
特
質
で
あ
る。 社
に
対
し
直
接
に
損
害
の
填
補
を
請
求
す
る
こ
と
が
許
め
ら
れ
た
の
で
あ
九
傷
者
二
万
以
下
一
万
円
以
上
、
軽
傷
者
二
千
円
が
仮
払
金
の
額
で
あ
る
。
最
後
に
、
自
動
車
損
害
賠
賀
責
任
保
険
は
一
般
の
責
任
保
険
と
同
様
に
、
被
保
険
者
の
悪
意
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
み
を
保
険
者
填
補
し
な
い
こ
と
に
し
、
そ
れ
を
明
文
を
以
て
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
も
又
商
法
第
六
四
一
条
の
例
外
を
な
す
も
の
で
、
責
任
保
険
の
特
質
の
―
つ
で
あ
る
。
自
動
車
損
害
陪
償
責
任
保
険
の
細
部
を
規
律
す
る
た
め
に
、
自
動
車
損
害
賠
位
毀
任
保
険
晋
通
保
険
約
款
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
十
九
条
よ
り
成
る
も
の
で
あ
っ
て
、
相
当
複
雑
な
内
容
を
有
す
る
が
、
こ
れ
の
解
説
は
紙
桶
の
関
係
上
省
略
す
る
こ
と
に
す
る
。
四
、
参
考
文
献
の
紹
介
最
後
に
結
び
に
代
え
て
参
考
文
献
の
招
介
を
す
る
こ
と
に
す
る
。
元
来
筆
者
は
、
す
べ
て
の
保
険
の
源
泉
で
あ
り
且
つ
最
も
学
問
的
な
海
上
保
険
の
研
究
を
主
と
し
て
い
る
が
、
近
時
に
お
け
る
損
害
保
険
の
綜
合
化
・
社
会
保
障
化
の
領
向
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
損
害
保
険
・
社
会
保
険
の
全
般
を
理
解
す
る
た
め
、
こ
の
方
面
の
文
献
も
出
来
る
限
り
入
手
に
努
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
戦
前
に
出
版
さ
れ
た
自
動
車
保
険
関
係
の
文
献
は
絶
無
の
状
態
で
あ
る
。
戦
後
に
出
版
さ
れ
た
文
献
の
中
自
動
車
保
険
に
関
連
を
有
す
る
参
考
文
献
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
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①
は
五
六
頁
か
ら
成
る
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
、
米
国
の
自
動
車
保
険
を
解
⑫
小
田
垣
光
之
輔
「
自
動
車
損
害
賠
倣
保
障
諭
」
昭
和
舟
一
年
・
一
粒
社
⑪
田
中
⑩
田
中
⑨
佐
山
①
青
木
時
雄
「
自
動
車
保
険
の
話
」
②
天
野
一
馬
「
新
種
保
険
」
晶
誌
至
「
損
害
保
険
の
知
識
」
④
大
島
笙
「
損
害
保
険
の
法
律
知
識
」
昭
和
廿
九
年
・
布
井
書
房
⑤
大
森
忠
夫
「
生
命
・
損
害
保
険
」
昭
和
廿
八
年
・
産
業
研
究
会
昭
和
廿
九
年
・
中
央
経
済
社
昭
和
廿
九
年
・
青
林
書
院
昭
和
舟
一
年
・
有
斐
閣
⑦
木
村
英
世
「
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
解
説
」
昭
和
舟
年
・
東
京
科
学
教
育
研
究
会
⑧
迎
輸
省
自
動
車
局
「
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
の
解
説
」
昭
和
舟
年
・
法
令
普
及
会
筐
「
自
動
車
損
害
賠
倣
法
の
知
識
」昭
和
舟
年
・
新
法
令
研
究
会
敬
「
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
の
解
説
」
昭
和
舟
年
・
保
険
毎
日
新
聞
社
敬
「
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
普
通
保
険
約
款
逐
条
解
説
」
昭
和
舟
年
・
保
険
毎
日
新
聞
社
説
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
一
部
車
体
保
険
、
第
二
部
責
任
保
険
、
第
一
―
一
部
自
動
車
保
険
約
款
と
な
っ
て
い
る
。
②
は
損
害
保
険
講
習
会
用
の
テ
キ
ス
⑥
東
京
海
上
「
各
種
保
険
」
昭
和
廿
九
年
・
損
害
保
険
事
業
研
究
所
自
動
車
損
害
賠
債
責
任
保
険
の
概
要
（
亀
井
）
は
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
制
度
の
理
論
と
実
際
と
を
詳
細
に
解
説
し
た
も
領
よ
く
簡
単
に
自
動
車
保
険
を
説
明
し
て
い
る
。
③
は
現
代
経
済
知
識
全
集
第
四
一
巻
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
六
章
第
三
節
が
自
動
車
保
険
の
解
説
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
④
は
ビ
ジ
ネ
ス
法
律
シ
リ
ー
ズ
の
一
巻
を
な
す
も
の
で
、
第
三
章
第
六
節
で
自
動
車
保
険
を
取
扱
っ
て
い
る
。
③
及
び
④
は
簡
単
に
損
害
保
保
険
全
般
の
知
識
を
得
る
た
め
の
絶
好
の
参
考
書
で
あ
る
。
⑤
は
実
務
法
律
講
座
第
十
五
巻
に
相
当
す
る
も
の
で
、
各
実
務
家
の
分
担
執
筆
の
形
式
を
と
り
、
大
森
博
士
が
編
者
と
な
っ
て
い
る
。
自
動
車
保
険
は
第
四
編
第
二
章
で
取
扱
わ
れ
て
お
り
、
主
と
し
て
自
動
車
保
険
約
款
の
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
①
か
ら
⑤
ま
で
の
文
献
は
今
回
の
自
動
車
損
害
賠
恨
保
障
制
度
実
施
以
前
に
出
版
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
制
度
の
解
説
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
強
制
保
険
を
示
唆
し
て
い
る
文
献
も
あ
る
。
⑥
は
本
年
二
月
に
出
版
さ
れ
、
従
来
の
自
動
車
保
険
と
今
回
の
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
の
両
者
を
、
日
本
の
新
種
保
険
一
に
お
い
て
解
説
し
、
英
米
の
自
動
車
保
険
の
解
説
を
、
外
国
に
お
け
る
新
種
保
険
六
に
お
い
て
行
っ
て
い
る
。
本
書
は
損
害
保
険
実
務
講
座
第
六
巻
で
あ
っ
て
、
東
京
海
上
社
の
各
部
門
の
専
門
家
が
就
筆
し
、
理
論
的
に
も
権
威
あ
る
文
献
と
な
っ
て
い
る
。
⑦
か
ら
⑩
ま
で
は
、
今
回
の
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
り
、
⑪
は
約
款
を
解
説
し
た
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
⑫
ト
で
あ
っ
て
、
新
種
保
険
全
般
の
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
第
二
章
で
要
九
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⑲
 
⑱ ⑰
 
⑯ ⑮
 
⑭
 
の
で
あ
っ
て
、
わ
が
国
の
制
度
と
欧
米
の
制
度
と
を
比
較
研
究
し
た
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
第
一
章
自
動
車
事
故
と
損
害
賠
償
、
第
二
章
賠
償
保
障
制
度
概
観
、
第
一
二
章
責
任
保
険
制
、
第
四
章
債
務
保
証
制
、
第
五
章
自
家
保
障
制
、
第
六
章
担
保
物
供
託
制
と
な
っ
て
お
り
、
附
録
と
し
て
、
わ
が
国
自
動
車
賠
償
保
障
関
係
法
令
と
諸
外
国
（
英
米
独
及
び
ス
イ
ス
）
自
動
車
賠
償
保
障
関
係
法
令
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
戦
前
に
出
版
さ
れ
た
外
国
文
献
は
相
当
数
あ
る
が
、
戦
後
の
主
要
な
も
の
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
⑬
B
a
t
t
e
n
 &
 Dinsdale, 
M
o
t
o
r
 Insurance, 1
9
4
7
・
 
S
t
o
n
 &
 
Gilbert, 
G
.
 
W., M
o
t
o
r
 Insurance, 1
9
4
9
.
 
P
i
t
m
a
n
 
S
h
a
w
c
r
o
s
s
,
 
C., 
T
h
e
 L
a
w
 of 
M
o
t
o
r
 Insurance, 
1
9
4
9
.
 
B
u
t
t
e
r
w
o
r
t
h
s
.
 
C
o
u
g
h
l
i
n
 &, Schneider, Y
o
u
 a
n
d
 y
o
u
r
 c
a
r
 Insurance, 
1
9
5
4
.
 
M
o
r
r
o
w
.
 
E
h
r
e
n
z
w
e
i
g
,
 
A.A., 
"
 Full 
A
i
d
 "
 I
n
s
u
r
a
n
c
e
 
for 
the 
Traffic Victim, 1
9
5
4
.
 
U
n
i
v
.
 of California Press. 
Pienitz, 
E., 
A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
 
B
e
d
i
n
g
u
n
g
e
n
 £
U
r
 
die Kraft・ 
f
a
h
r
z
e
u
g
v
e
r
s
i
c
h
e
r
u
n
g
,
 
1
9
5
4
.
 
Schimidt. 
Stiefel 
&
 M
u
s
s
o
w
,
 K
r
a
f
t
f
a
h
r
z
e
u
g
v
e
r
s
i
c
h
e
r
u
n
g
,
 1
9
5
5
.
 
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
の
概
要
（
亀
井
）
C
o
x
.
 
た
論
文
に
は
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。
B
e
c
k
.
 
九
⑬
⑭
⑮
は
英
国
の
文
献
で
っ
て
、
何
れ
も
自
動
車
保
険
の
理
論
と
実
際
を
解
説
し
て
い
る
。
判
例
と
約
款
を
中
心
と
し
て
解
説
さ
れ
て
お
り
、
殊
に
⑮
は
極
め
て
多
く
の
判
例
を
引
用
し
て
い
る
。
⑮
⑰
は
米
国
の
文
献
で
あ
っ
て
、
前
者
は
単
な
る
解
説
書
で
あ
る
が
、
後
者
は
自
動
車
責
任
法
の
第
一
人
者
あ
る
ニ
ー
レ
ソ
ッ
．
ハ
イ
ク
教
授
に
よ
っ
て
害
か
れ
た
権
威
あ
る
文
献
で
あ
る
。
本
文
四
0
頁
、
註
書
二
0
頁
か
ら
成
る
小
冊
子
に
過
ぎ
な
い
が
、
責
任
保
険
方
式
を
傷
害
保
険
方
式
に
変
更
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
力
作
で
あ
る
。
⑱
⑲
は
独
逸
の
文
献
で
あ
っ
て
、
共
に
独
逸
の
自
動
車
保
険
約
款
の
逐
条
解
説
書
で
あ
る
。
何
れ
も
責
任
保
険
の
解
説
に
は
一
―
1
0
頁
内
外
の
頁
数
を
用
い
て
い
る
。
筆
者
が
手
に
し
て
い
な
い
も
の
で
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
が
若
干
あ
る
。
即
ち
、
S
u
z
m
a
n
&
 G
o
r
d
o
n
,
 L
a
w
 
of c
o
m
p
u
l
s
o
r
y
 m
o
t
o
r
 vehicle I
n
s
u
r
a
n
c
e
 in 
S
o
u
t
h
 Africa, 
1
9
5
4
.
 
;
 
C
h
a
u
d
h
u
r
i
,
 B•N., 
I
n
d
i
a
n
 
M
o
t
o
r
 
vehicles 
Act, 
1
9
5
2
.
 
;
 
F
r
e
n
c
h
,
 P•H., 
A
u
t
o
m
o
b
i
l
e
 
c
o
m
p
e
n
s
a
t
i
o
n
 
plan, 
1
9
5
3
.
が
そ
れ
で
あ
る
。
尚
、
米
国
の
文
献
に
は
自
動
車
保
険
と
い
う
表
題
で
な
い
も
の
で
も
、
自
動
車
保
険
の
解
説
に
相
当
の
頁
を
さ
い
て
い
る
の
が
あ
る
。
A
c
k
e
r
m
a
n
,
M
a
g
e
e
,
 H
e
d
g
e
s
,
 M
o
w
b
r
a
y
,
 Rigel 
&
 
Miller
な
ど
の
著
書
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
書
か
れ
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嘉
5
丑
麟
「
自
動
車
責
任
保
険
に
関
す
る
一
考
察
」
⑮
ベ
ル
リ
ナ
ー
「
独
逸
に
於
け
る
自
動
車
強
制
責
任
保
険
」
運
輸
と
経
済
六
巻
四
号
運
輸
と
経
済
六
巻
二
号
都
市
問
題
四
六
の
七
⑮
黒
住
忠
行
「
自
動
車
損
害
賠
償
保
悴
制
度
に
つ
い
て
」
＠
北
沢
宥
勝
「
自
動
車
責
任
保
険
約
款
」
⑭
香
川
保
一
「
劃
期
的
な
自
動
車
損
害
賠
償
保
険
保
悴
制
度
」
損
害
保
険
研
究
一
巻
一
号
損
害
保
険
研
究
一
巻
二
号
第
八
六
号
＠
北
沢
宥
勝
「
強
制
自
動
車
責
任
保
険
に
つ
い
て
」
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
の
概
要
（
亀
井
）
⑳
藤
岡
長
敏
「
強
制
自
動
車
保
険
」
＠
萩
原
健
雄
「
英
米
の
自
動
車
保
険
管
見
」
⑬
伊
沢
孝
平
「
自
動
車
責
任
保
険
」
法
律
時
報
二
巻
九
号
法
学
八
巻
二
号
ー
五
号
損
害
保
険
研
究
四
巻
四
号
・
五
巻
一
号
⑮
ベ
ル
リ
ナ
ー
「
独
逸
自
動
車
保
険
並
に
保
険
料
率
」
損
害
保
険
研
究
七
巻
二
号
損
害
保
険
研
究
七
巻
四
号
戦
後
に
書
か
れ
た
論
文
に
は
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。
＠
前
田
陽
之
助
「
ス
イ
ス
に
お
け
る
自
動
車
責
任
保
険
法
」
損
害
保
険
研
究
十
二
巻
一
号
損
害
保
険
研
究
十
四
巻
一
号
⑳
二
宮
丑
之
助
「
我
国
自
動
車
保
険
約
款
に
つ
い
て
の
諸
問
題
」
損
害
保
険
研
究
十
五
巻
四
号
⑳
内
外
約
款
研
究
会
「
内
外
自
動
車
保
険
普
通
保
険
約
款
の
比
較
」
損
害
保
険
研
究
十
七
巻
一
号
ー
四
号
＠
加
藤
一
郎
「
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
案
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
⑬
田
中
敬
「
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
の
解
説
」
⑯
斉
藤
清
一
「
自
動
車
保
険
と
危
険
率
」
⑰
小
田
垣
光
之
輔
「
自
動
車
責
任
保
険
実
施
の
た
め
に
」
⑱
青
木
時
雄
「
自
動
車
輪
禍
対
策
」
運
輸
と
経
済
四
巻
四
号
財
政
経
済
弘
報
第
五
ニ
―
号
財
教
経
済
弘
報
第
五
一
0
号
保
険
評
論
七
巻
二
号
以
上
が
自
動
車
保
険
関
係
の
主
要
な
論
文
で
あ
る
。
何
れ
も
ア
ク
セ
ソ
ト
の
置
き
場
所
が
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
て
い
る
が
、
非
常
に
有
益
な
論
文
ば
か
り
で
あ
る
。
特
に
、
⑬
⑭
⑳
⑫
⑮
の
五
つ
の
論
文
は
貴
重
な
論
文
で
、
自
動
車
保
険
研
究
者
の
必
読
す
ぺ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
舟
一
・
三
・
舟
一
）
R
前
田
陽
之
助
「
自
動
車
責
任
保
険
と
被
害
者
の
保
護
」
九
四
